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富士フイルム←エポラ関連で期待
日本電産。上方修正見送りのなぜ

の物価日標達成に
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景気や円安が影を
では異次元観和の日u作用

にらんだ日銀の
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引
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中
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…
阪大教授池田新介さん

人はなぜ日先の利
飛びつくのか

益に

トータルリターン 12月から通知義務付ι

き上げる方針だ。ただ、生産性と品質の向

上などの課題が山積。政府の対応の鈍さが

懸念されている。 (vvw.jetro.gO.jp/bizne

WSノ/544712720abeO)

ビジネスワイヤから

wwwobusinesswire.com/

▼計測機器メーカーの米テレダイン・ テクノ

ロジーズ、子会社による海洋観測機器メー

カーの米オーシャンサイエンスの買収を発

表 (vwv.teledyne.com)

▼米金属メーカーのアレゲニー・ テクノロジ

ーズ、ジェットエンジンの主要OEM(相
手先ブランドによる生産)メ ーカーに延伸

材の供給を延長すると発表 (vvw.ATImet
als.com)

▼コロンビアに拠点を置 く航空会社アビアン

カホールディングス、 9月 の航空機不ll用者

数が前年同月比12.2%増 の約 220万人だ

ったと発表 (wvw.a宙 ancaholdings,com)

▼児童向けアプリ (応用ソフ ト)を開発する

カナダのサゴサゴ、アプリ内キャラクター

のぬいぐるみ販売で玩具製造の同国モンス

ターファク トリーと提携 (vww.sagosago.

com)

▼スウェーデンの建設会社 ピーブ、同スカラ

市から市立中学校の建設を約 2億響で受注

(wwv.peabocom)

▼米照明機器メーカーのラーソンエレク トロ

ニクス、多様な色の光が出せて防水仕様の

コー ド付き発光ダイオー ド (LED)電 球

を発売 (vww.larsOnelectronics.com)

▼米分析機器大手のパーキンエルマー、体内

の免疫機能を高め、がん細胞を攻撃する治

療の研究に使われる分析機器を発売 (wv
w,perkinelmerocom)

▼米自動車部品大手のテネコ、クリーンエア

ー部門のニール・ ヤノス業務執行副社長が

退社 し、同部門をライ ドパフォーマンス部

門のジョセップ・ フォーノス業務執行副社

長が引き受ける経営陣の変更を発表 (ww
v.tenneco.com)

(出所)財務省統計よリジェトロ作成
）も
雇

り
、
国
内
の
景
気
変
動
に
左

）。
　
　
有
さ
れ
ず
、
安
定
的
に
フ
ィ

一に
支

リ
ピ
ン
経
済
を
支
え
続
け
て

⌒消
書
一
い
る
。

一要
な

　

海
外
直
接
投
資
も
１２
年
に

，人
労

は
、
１
９
９
６
年
以
降
で
最

）送
金

高

の
水
準
を
記
録

し
て

い

て
お

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
の
投
資

は
製
造
業
が

存
し
て
お
り
、
ペ
ソ
安
や
国

際
金
融
市
場
の
変
動
に
対
し

て
も
ろ
い
状
態
は
続
い
た
ま

ま
だ
。

貿
易
収
支
も
恒
常
的
な
赤

字
で
推
移
し
て
い
る
。
国
肉

の
工
業
基
盤
が
弱
い
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
、
中
間
財
や
資
本
財

の
輸
入
依
存
度
が
高

い
た

め
、
貿
易
黒
字
を
稼
ぎ
出
す

の
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
。

日
本
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

と

っ
て
こ
こ
数
年
、
最
大
の

貿
易
相
手
国
と
し
て
存
在
感

を
み
せ
て
い
る
。

日
本
か
ら
の
投
資
も
０９
年

か
ら
３
年
連
続
で
首
位
を
維

持
し
て
い
た
。

１２
年
は
オ
ラ

ン
ダ
領
ア
ン
テ
ィ
ル
が
租
税

回
避
地
と
し
て
使
わ
れ
た
こ

と
で
２
位
に
後
退
し
た
も
の

の
、
タ
イ
の
洪
水
の
影
響
を

受
け
、
リ
ス
ク
分
散
先
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
の
投
資
を

に
つ

約
６０
％

（
１２

年
時
点
）
を

占

め

て

お

り
、
こ
れ
に
次
い
で
倉
庫
や

輸
送
分
野
が
伸
び
て
い
る
。

経
済
は
好
調
な
が
ら
、
財

政
収
支
は
慢
性
的
な
赤
字
の

状
態
だ
。
特
に
０８
年
の
リ
ー

マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景

気
対
策
に
よ
る
財
政
支
出
が

拡
大
し
て
い
る
。
徴
税
機
能

の
弱
さ
が
歳
入
面
の
脆
弱
さ

に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
る
。
財
政
赤
字
補
て

ん
の
た
め
に
外
債
発
行
に
依

一因
に
な

っ
て
い

ス
ト
リ
ア
だ
。

Ｍ
Ｖ
は
６
月
、

・で
建
設
中
の
西

一―
卜

「
サ
ウ
ス

一」
の
う
ち
、
自

一む
導
管
約
５０

ロ
キ

一契
約
し
た
。
Ｅ

一ス
ト
リ
ー
ム
の

一求
め
る
な
か
で

反
旗
を
翻
し
た
格
好
だ
。

Ｏ
Ｍ
Ｖ
は
別
ル
ー
ト
で
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ガ
ス
調

達
を
目
指
し
て
い
た
が
、
昨

年
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
タ
リ
ア

陣
営
に
敗
北
。
黒
海
に
は
自

社
も
鉱
区
権
益
を
持

っ
て
お

り
、
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ム
で

自
国
に
引
き
込
み
や
す
い
点

も
あ
る
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト

・
ロ

耳
ス
社
長
は
Ｅ
Ｕ
の
対

ロ
シ

ア
制
裁
に
対
し

「
ガ
ス
は
制

裁
対
象
に
な
ら
な
い
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
と

っ
て
調
達
ル

ー
ト
は
多
い
方
が
よ
い
」
と

訴
え
る
。

欧
州
側
の
産
ガ
ス
国
と
し

て
注
目
が
集
ま
る
ノ
ル
ウ

ェ

ー
も
課
題
を
抱
え
る
。

エ
ネ

ル
ギ
ー
大
手
、
ス
タ
ト
イ
ル

は
２
０
１
５
年

か

ら
５
年

間
、
リ
ト
ア
ニ
ア
初
の
液
化

天
然
ガ
ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
▼
の
売

買
契
約
を
結
ん
だ
。
Ｅ
Ｕ
が

期
待
す
る
脱

ロ
シ
ア
依
存
の

受
け
皿
の
役
割
は
果
た
す
も

棚裁
を
横
日
に

口国
向
け
導
管

今
や
東
南
ア
ジ
ア
最
大
と
な

陸
嘘
Ｍ
”
Ｗ
芽
〕
野
獅
鵬
巾
融

・詳
圧

工
場
む
建
設
。
１
月
か
ら
年
８

』昨
生

〕峙的蝉浄　　　　‐こ（た̈≒一

け
た
関
税
撤
廃
で、
両
国
間
の
で

防
Ｍ
牛

を
「

″
ォ
レ
フ
オ

ア
「

）
伸

・ガ
（

出
、
逆
に
ミ

ニ
バ
ン

「
フ
リ
ー
　
ン

ド
十
蛯
蜘
承
¨
気
勲
醇
Ｔ

ン
ド
　
キ
φ

ネ
シ
ア
の
８
万
合
に
対
し
て
夕

慢性的な財政赤字は課題イ
は
１
万
台
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
集
中
生
産
し
、
タ
イ
に
持
ち

込
む
手
も
あ

っ
た
は
ず
だ
。

理
由
の
１
つ
は
仕
様
の
違
い

に
あ
る
。
大
家
族
主
義
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
３
列
シ
ー
ト
に
大

勢
が
乗
り
込
む
。　
一
方
の
タ
イ

は
１
台
に
多
人
数
で
乗
る
こ
と

は
ま
れ
。
こ
の
た
め
タ
イ
で
は

専
用
の
２
列
シ
ー
ト
車
を
用
意

し
た
。
そ
れ
以
上
に
大
き
い
の

は
高
級
感
の
差
と
い
う
。
円
換

算
し
た
最
廉
価
車
の
価
格
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
１
４
０
万
円

に
対
し
、
素
材
や
装
備
の
グ
レ

ー
ド
も
高
い
タ
イ
は
約
２
０
０

万
円
。
所
得
水
準
や
使
い
方
の

差
を
映
し
、
同
じ
車
種
な
が
ら

再
び
考
え
る
日
本
企
業
も
出

て
い
る
。

‐２
年
時
点
で
日
系
企
業
の

進
出
拠
点
数
は
外
務
省
に
よ

る
と
１
２
１
４
。
マ
ニ
ラ
首

都
圏
に
約
４７
％
が
集
中
し
て

い
る
。
マ
ニ
ラ
港
に
も
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
バ
タ
ン
ガ
ス

地
城
に
は
日
系
の
製
造
業
が

集
ま

っ
て
い
る
。

フ
イ
リ
ピ
ン
は
英
語
能
力

の
高
い
人
材
が
豊
富
な
点
も

特
徴
だ
。
そ
れ
に
比
べ
て
賃

金
の
上
昇
率
は
周
辺
国
と
比

べ
て
低
い
の
も
競
争
力
の
ひ

と
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
な
か
で

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぐ

約
１
億
人
の
人
口
を
抱
え
る

だ
け
で
な
く
、
若
い
世
代
の

労
働
者
人
口
が
豊
か
な
点
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
消
費
市
場
と

し
て
の
魅
力
を
大
き
く
高
め

て
い
る
。

の
の
、　
一
気
に
ロ
シ
ア
を
代

替
で
き
る
ほ
ど
の
能
力
や
容

量
は
な
い
。

ロ
シ
ア
国
営
石

油
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
北
梅
の

鉱

区
を
共
同
掘
削
し
て
お

り
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
も
重

視
し
た
い
考
え
だ
。

ウ
ク
ラ
耳
ナ

ヘ
の
天
然
ガ

ス
供
給
を
巡

っ
て
は
、

ロ
シ

ア
が
ガ
ス
代
金
の
未
払
い
な

ど
を
理
由
に
６
月
に
供
給
を

停
止
。
ロ
シ
ア
産
の
ガ
ス
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
通
る
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
輸
入
し
て
い
た
Ｅ

Ｕ
と
と
も
に
再
開
協
議
を
進

め
て
き
た
。

違
う
車
に
造
り
分
け
て
い
る
印

象
だ
。

域
内
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば

「
規
模
の
メ
リ

ッ
ト
を
追
求
し

た
生
産
拠
点
の
集
約
が
進
む
」

と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
国
ご

と
の
経
済
発
展
の
度
合
い
や
消

費
者
の
好
み
の
異
な
り
、
他
国

か
ら
供
給
す
る
場
合
の
輸
送

コ

ス
ト
も
厳
然
と
し
て
存
在
す

る
。モ

ビ
リ
オ
を
巡
る
ホ
ン
ダ
の

判
断
は
「
６
億
人
の
統

一
市
場
」

と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同

体
の
枕
詞

（ま
く
ら
こ
と
ば
）

が
、
時
に
は
″
机
上
の
空
論
〃
に

す
ぎ
な
い
こ
と
も
映
し
出
し
て

い
る
。
（バ
ン
コ
ク
Ｈ
高
橋
徹
）
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| メキンコは日系の自動車メー

|カ ーが現地生産の投資を発表 し

|た20H年以降、部品メーカーを

1中心に日系企業の進出が加速し

|てぃます。12年の日本からメキ

|シ ヨヘの直接投資額は18.1億ドル

|と過去最大を記録しました。た

|だ約 6割がメキシヨに製造拠点

|を設けるのは初めてで、治安対

1策に力を入れています。

メキシヨは政治が比較蜘安定 して

いる一方、治安には不安を抱えてい

ます。進出企業にとつて、とりわけ

メキンコでの車両強盗対策
日本総合研究所 総合研究部P日 研究員 大 森 充 氏

深刻な問題は、米国との国境付近な

ど治安の悪い地域で多発する トレー

ラー 。トラック強盗です。積載貨物

だけでなく、車両ごと強奪されるこ

ともあり、体力の劣る中小企業には

死活問題に結びつきかねません。

物流のリスクを回避する最も有力

な方法は「 自社で物流債務を負わな

い」ことです。具体的には部品代に

物流コス トを含めず安 く売る代わり

に、買い手や商社側の車両が複数の

荷主を回る「 ミルクラン(巡回集荷)」

方式を活用 します。ただ、納期の管

理が難 しく、実現には買い手や他の

荷主の同意も必要になります。

一方、「 自社で物流債務を負う」

場合は損害保険の活用が柱になりま

す。保険の適用範囲に限りがあるた

め積載貨物が高額な時は警備車両を

輸送車と一緒に走 らせることもあり

ます。運転手と強盗 との内通を防 ぐ

ため、運行経路や積載貨物の内容を

配送直前まで運転手に伝えないなど

の工夫も必要です。

長 く国家独占が続いた石油やガス

産業が民間企業に開放されたことも

あり、日系企業の進出は今後も続 く

と予想されます。事務所や工場だけ

でなく、輸送時も含めた総合的な治

安対策をすることが重要です。

爵笑各烹あ番肖
買 い手 の意 向
次第

売 り手 の納期
管理が難 しい

自社で物流債務を負わな い

昼易蓬竃雲撃寇
伝 えな い 峯習撃薫響審

コス トの大幅
増警備車両 の帯 同

奮腔窪響用範
保険分のコス
ト増

↓　

　

↓
　

↓

損害保険の活用

自社で物流債務を負 う
一准
睦
腕
階
郎
閑
西
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毎週火曜11:00更新 (火曜休日の際は翌営業日更新)

≡
ｖ
長
期
姿
勢
で
為
替
予
約
、
】下

●
や
フ
ァ
ス
ト
リ
な
ど
製
造
小
売

会
社
が
わ
か
る

輸
入
企
業
の
４ 冒||れ「¬ ボ 粒 ふ

=ェ
埼 ハ 手


